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我
宗
姐
日
蓮
大
型
人
が
建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
千
光
山
旭
ケ
森
氏
於
て
、
法
華
経
の
肝
心
諸
備
の
眼
目
た
る
妙
法

蓮
華
経
の
五
字
を
建
立
せ
ら
れ
て
以
来
、
四
ヶ
格
言
を
旗
椋
ご
し
て
、
「
諸
宗
無
件
道
、
法
華
唯
一
成
偽
」
の
毒
鼓
bz乱

打
し
諸
宗
を
折
伏
し
僅
か
五
尺
の
身
を
H
本
金
土
に
置
3
蕗
も
無

3
程
の
大
迫
害
を
被
り
然
も
を
れ
乞
甘
受
し
妙
法
庚

布
に
御
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
の
は
何
の
矯
で
在
っ
た
か
？
其
は
貨
に
、
三
千
年
前
の
昔
、
虚
室
内
の
傭
勅
を
果
し
后
五

百
歳
中
末
法
高
年
の
暗
を
照
し
極
悪
最
鈍
の
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
す
る
よ
り
何
物
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
六
百
数
十
年
後
の
現
下
の
門
流
は
如
何
？
果
し
℃
、
宗
組
の
「
各
々
我
弟
子
ご
な
の
ら
ん
人
命
は
一
人
も
臆

し
を
も
は
る
ぺ
か
ら
ず
親
を
思
ひ
妻
チ
を
思
ひ
所
領
を
か
へ
り
見
る
乙
と
な
か
れ
、
無
量
劫
よ
り
こ
の
か
た
親
子
の
た

め
所
領
民
命
す
て
た
る
事
は
大
地
微
塵
よ
り
も
を
ほ
し
法
華
経
の
ゆ
へ
は
は
、

い
ま
だ
一
度
も
す
で
ず
乃
至
和
議
共
二

陣
三
陣
つ
づ
き
て
、
迦
葉
附
難
に
も
勝
れ
天
台
憾
敢
に
も
こ
へ
よ
か
し
、
わ
ず
か
の
小
品
の
主
等
が
威
嚇
さ
ん
を
恐
ぢ
て

は
閣
魔
王
の
責
’

eば
い
か
ん
が
す
べ
き
」
云
々
「
縮
謹
二
ニ
八
八
）

の
誠
め
を
守
b
、
異
に
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
、

身

軽
法
重
死
身
弘
法
の
誓
願
を
立
て
、
妙
挟
庚
宣
流
布
二
切
衆
生
救
済
の
大
使
命
の
魚
に
身
命
を
捧
げ
て
謹
力
し
て
異
の

日
蓮
門
下
と
し
て
恥
か
し
か
ら
ね
者
が
呆
し
て
、
幾
人
か
居
ょ
う
？



我
等
は
末
法
の
現
代
に
只

r偶
然
に
人
身
そ
受
け
、
偶
然
に
決
華
経
に
値
ひ
、
然
し
て
、
偶
然
に
出
家
し
た
者
で
は

無
い
。
き
れ
ば
と
て
、
勿
論
彼
の
小
乗
経
典
に
詫
〈
が
如
き
、
十
二
回
繰
等
に
懐
て
、
人
界
に
生
を
受
け
、
職
業
的
に
、

郎
ち
、
衣
食
住
等
を
充
し
、
今
生
の
生
活
を
績
け
ん
が
矯
め
出
家
し
、
借
尼
J

』
成
っ
た
者
で
も
無
か
ら
う
。

今
難
受
の
人
身
を
末
法
の
現
代
に
受
付
、
難
値
の
正
法
本
門
事
長
の
翻
心
妙
法
蓮
華
経
に
値
以
奉
b
、
唯
だ
一
人
の

み
修
行
す
る
ば
か
b
で
無
〈
、
進
ん
で
此
の
大
法
を
弘
通
し
、
庚
く
一
切
衆
生
を
救
済
す
可
き
借
侶
ご
成
っ
た
応
は
、

深
い
宿
因
に
懐
る
事
で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
妙
経
を
拝
し
奉
れ
ば
、
法
師
品
に
は
「
営
レ
知
赴
諸
人
等
、
己
管
供
一
一
養
十

高
億
悌
一
於
ニ
諸
仰
所
一
成
ニ
就
大
願
一
感
ニ
衆
生
一
故
生
二
此
人
間
一
云
々

叉
云
是
人
一
切
世
間
所
ν
臆
ニ
謄
奉
一
臆
下
以
一
一
知
来

供
養
一
而
供
中
養
之
上
嘗
ν
知
此
人
是
大
菩
薩
成
一
一
就
阿
梼
多
羅
三
貌
三
菩
提
一
哀
ご
殿
山
衆
生
一
願
生
ニ
此
問
一
度
演
一
一
分
一
別
妙
法

華
経
乃
不
十
一
築
主
営
ν
知
日
疋
人
白
拾
一
一
清
浮
業
報
一
於
ニ
我
滅
後
一
殿
山
一
－
衆
生
一
故
生
一
一
於
悪
世
一
庚
演
一
一
此
純
一
若
善
男
子
善
女
人
、

我
滅
度
後
、
能
沼
篤
二
一
人
一
説
ご
法
華
経
乃
至
一
句
一
。
営
ν
知
是
人
則
如
来
使
、
如
来
所
遺
行
一
一
如
来
事
一
何
況
於
一
－
大
衆
中
一

庚
瀦
ν
人
説
。
」
一
ご
糊
脅
品
に
は
「
一
者
錨
一
一
諸
備
護
念
二
一
者
植
一
一
詩
徳
本
一
三
者
入
一
一
正
定
来
一
四
者
殺
干
救
二
切
衆
生
一

之
心
土
善
男
子
、
養
女
人
如
ν
是
成
一
一
就
四
法
一
於
二
如
来
滅
後
一
必
得
一
4
H
疋
経
一
」
云
々
ミ
あ
り
、
叉
宗
組
の
御
書
を
拝
せ
ば
諸
法

笠
相
抄
に
、
「
若
げ
一
連
地
涌
の
菩
薩
の
教
に
入
ら
げ
量
日
遣
が
弟
子
檀
那
地
捕
の
流
類
に
非
や
や
、
経
一
五
能
縞
柏
崎
二
一
人
一

設
ニ
怯
華
経
乃
至
一
句
一
、
嘗
ν
知
是
人
別
加
点
汎
使
、
如
来
所
建
行
コ
如
来
事
一
。
畳
別
人
の
事
を
詑
う
給
ふ
な
ら
ん
や
。
（
乃

本
化
建
宗
の
抜
本
輸
紳
に
還
れ

二
U
七



本
化
建
宗
の
根
本
締
締
に
遮
れ

二
O
入

至
）
い
か
に
も
今
度
信
心
を
い
た
し
て
快
華
経
の
行
者
に
て
と
を
ち
、
日
蓮
が
一
門
ご
な
b
と
を
b
給
ム
ペ
し
、
日

蓮
と
同
意
な
ら
ば
地
捕
の
菩
薩
た
ら
ん
か
、
地
捕
の
菩
薩
に
き
だ
ま
b
－
な
ば
蒋
隼
久
遠
の
弟
子
た
る
事
あ
に
疑
は
ん
や
、

経
云
我
従
一
一
久
建
一
家
敬
一
｝
化
是
等
衆
一
と
は
是
品
。
末
怯
に
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
弘
め
ん
者
は
男
女
は
き
ら
う
可

か
ら
ず
、
皆
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
仁
非
ず
ん
ば
唱
へ
が
た
き
題
目
也
。
日
蓮
一
人
は
じ
め
は
南
無
妙
法
蓮
華
航
と
唱
へ

し
が
二
人
三
人
百
人
と
次
第
に
唱
へ
っ
た
ふ
る
也
。
未
来
も
亦
し
か
る
べ
し
、
是
あ
に
地
捕
の
義
に
非
ず
や
。
」
云
骨

ハ
縮
遺
九
六
一
頁
）
ご
明
示
せ
ら
れ
て
居
る
。
此
等

ω法
華
経
A
ぴ
姐
書
の
明
文
に
擦
れ
ば
、
我
等

ω宿
業
、
使
命
、
責
仕
は

甚
だ
明
瞭
な
事
で
あ
る
。
特
に
摘
出
口
m
を
非
せ
ば
我
々
は
本
化
地
捕
の
六
寓
匡
沙
の
菩
薩
の
一
員
に
し
て
、
共
に
止
迩

召
本
き
れ
法
華
経
の
脅
庫
に
連
b
、
書
量
の
設
を
聴
聞
し
紳
力
um
に
於
て
、
塔
内
別
附
喝
を
被
b
、
蝿
累
H

聞
に
於
て
総

附
嘱
を
受
け
、
偽
勅
に
依
ム
リ
、
悪
世
末
法
妙
法
宣
布
、
衆
生
救
済
の
矯
め
現
在
人
身
を
此
土
に
受
付
、
出
家
弘
道
に
入

っ
た
事
は
疑
い
無
主
事
賞
で
あ
ち
、
我
等
は
決
し
て
．
只
趨
然
に
、
人
身
を
此
土
に
受
け
、
今
生
の
衣
食
住
名
利
柴
春

等
を
充
た
さ
ん
が
矯
め
職
業
的
に
出
家
し
た
者
で
無
い
事
は
言
を
ま
た
な
い
。

然
る
に
、
我
門
下
を
見
る
に
宗
組
大
事
人
に
劃
し
て
は
悌
勅
を
被
b
妙
法
庚
宣
流
布
一
切
衆
生
救
済
の
鋳
め
末
法
の

初
め
に
出
現
さ
れ
た
本
化
唱
導
上
首
に
疑
を
起
す
者
は
無
い
が
我
等
末
代
門
下
の
各
自
も
亦
本
化
地
捕
の
大
士
に
し
て

梯
勅
に
依
b
此
土
に
出
現
せ
る
事
を
堅
く
信
ず
る
者
が
此
康
い
門
下
に
果
し
て
幾
人
か
居
ょ
う
？



叉
悌
勅
に
随
以
末
法
寓
年
令
法
久
住
衆
生
梼
度
の
縛
め
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
の
誓
言
を
立
て
、
活
動
し
て
ゐ
る
者

が
果
し
て
幾
人
か
居
ょ
う
？

斯
〈
疑
っ
て
現
下
の
敬
昇
を
見
る
仁
、
妙
鰹
u
A
び
組
訓
に
除
・
り
に
謹
〈
隔
て
ゐ
る
に
驚
か
ぎ
る
を
得
な
い
。
今
や
、

我
門
下
は
、
備
勅
使
命
責
任
等
に
就
い
て
、
何
等
の
理
解
も
無
く
、
凡
俗
Z
何
等
異
b
無
〈
、
日
h
T

夜
々
衣
食
住
の
美

を
貧
・
9
名
利
柴
春
等
果
な
B
煩
備
に
執
着
し
身
心
を
駆
使
さ
れ
、
自
ら
、
貧
膜
痴
の
三
毒
の
炎
を
以

τ、
接
心
般
若
蝉

股
の
三
徳
を
焼
却
し
、
無
問
堕
地
獄
の
業
を
作
り
つ
、
あ
る
で
は
無
い
か
？

斯
〈
思
ひ
績
け
て
暗
涙
に
む
せ
ぶ
時
、
私
は
備
説
法
滅
謹
艦
を
拝
讃
し
て
再
び
惇
然
と
し
た
。
ぞ
れ
は
法
減
謹
の
相

の
第
一
ケ
僚
に
著
一
一
俗
衣
裳
一
築
＝
好
袈
裟
五
色
之
服
一
と
ゐ
る
が
現
下
の
敬
界
の
人
々
が
何
等
反
省
な
〈
着
て
ゐ
る
、
般

装
行
列
に
も
似
た
る
服
装
を
如
貨
に
諌
言
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

然
し
て
、
其
究
僚
に
、
飯
酒
噌
肉
、
殺
生
食
味
、
惜
賢
嫉
善
、
荒
撫
寺
廟
、
倫
三
賀
物
、
食
財
不
施
、
販
貰
奴
蝉
、

耕
田
種
植
、
姪
蚊
濁
乱
、
不
修
戒
律
、
僻
怠
不
率
、
賞
品
求
名
、
望
人
供
養
等
の
十
四
ケ
項
目
ゐ
る
が
、
悉
く
是
れ
現

下
敢
闘
押
の
賞
牛
活
を
如
且
貨
に
寝
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
我
等
は
徐
・
9
に
も
、
法
減
壷
の
十
四
ケ
僚
の
相
が
現
代
数
界
の

貫
放
と
合
致
し
て
居
る
に
驚
〈
よ
b
も
寧
ろ
悲
み
慨
か

F
る
を
得
な
い
。

如
斯
敬
法
を
末
法
の
現
代
に
弘
布
せ
ん
矯
め
に
稗
寧
は
止
遮
召
本
し
附
喝
し
て
、
今
日
に
在
ら
し
め
た
も
の
で
あ
ら

本
化
建
bm
の
根
本
精
神
に
遮
れ

二
U
九



本
化
建
宗
の
根
本
紛
糾
に
円
枯
れ

二一
O

う
か
。
乙
れ
堕
落
に
非
や
し
て
何
ぞ
！
腐
敗
に
非
や
し
て
何
ぞ
！
悌
般
の
大
悲
反
、
崎
形
の
数
回
押
！
鳴
呼
、
抑
秤
隼
並
に

宗
姐
大
迎
一
一
人
等
の
諸
先
哲
は
如
何
に
驚
き
慨
き
悲
ま
れ
て
居
る
事
で
あ
ら
か
o

左
傾
思
想
家
は
「
宗
敬
は
阿
片
な
り
」
ご
否
定
し
て
ゐ
る
。
然
し
現
下
の
如
き
敬
芥
で
ゐ
る
な
ら
ば
寧
ゐ
阿
片
よ
争

怖
る
べ
主
劇
毒
で
あ
ら
’
フ
。
何
ん
と
・
な
れ
ば
阿
片
は
只
だ
肉
身
を
害
し
て
、
富
山
命
を
寄
せ
‘
ざ
る
に
劃
し
て
、
宗
教
は
現

在
は
枇
曾
を
生
白
し
未
来
は
無
間
大
地
獄
に
導
主
、
時
来
の
世
に
針
し
て
永
遠
の
大
苦
を
典
ふ
る
害
が
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

我
等
の
尤
も
怪
詩
に
堪
へ
ざ
る
は
現
下
敷
界
の
か
く
の
如

3
表
頚
に
も
か
、
わ
ら
ず
向
ほ
宗
徒
の
此
衰
頚
惰
眠
を
憤

慨
せ
ぎ
る
事
で
あ
る
o
否
！
耳
憤
慨
や
賀
行
に
う
つ
し
て
、
販
起
せ
ぎ
る
事
で
あ
る
o
今
や
我
敢
闘
介
は
寓
事
を
拘
っ
て

唯
だ
改
造
改
革
否
け
い
宗
粗
末
法
建
宗
の
真
精
一
川
に
還
る
一
事
あ
る
の
み
だ
、
然
し
て
、
此
は
難
中
の
最
難
事
で
あ
る
。

常
人
の
能
は

F
る
事
は
論
を
ま
た
な
い
。

さ
れ
ど
第
二
の

H
蓮
出
で
よ
と
呼
ぶ
事
勿
れ
、
担
架
艇
に
一
瓦
は
ず
や
、
若
善
比
正
、
見
ニ
壊
ν
法
者
一
、
置
不
一
一
町
責
、
駈

遺
畢
慮
一
。
嘗
レ
知
H

記
入
、
偽
法
中
怨
。
若
能
駈
遣
町
責
傘
慮
赴
我
弟
子
、
其
韓
関
也
と
。
宗
川
大
事
人
云
は
ず
や
「
今

肢
に
難
ν
待
人
界
に
生
を
受
り
、
難
値
の
悌
法
を
見
聞
し
つ
、
今
生
を
黙
止
し
て
は
又
何
れ
の
世
に
か
生
死
を
離
れ
菩

提
を
証
す
可
き
、
夫
一
劫
受
生
の
骨
は
山
よ
b
も
高
け
れ
ど
も
備
法
の
魚
に
は
未
だ
一
骨
を
も
拾
て
ず
、
多
生
息
愛
の
涙

は
海
よ
・
り
も
深
げ
れ
ど
も
向
後
生
の
鶏
め
に
は
一
滴
を
本
落
き
ず
p

一
（
五
七
二
さ
「
各
々
忠
ひ
切
b
給
へ
、
此
身
・
管
法
事



経
に
替
る
は
石
を
金
に
か
へ
、
糞
に
米
を
か
ふ
る
な
b
。
」
（
一
三
八
八
」
「
命
を
樺
隼
ご
怯
華
経
に
奉
b
慈
悲
を
一
切
衆
生

に
奥
へ
て
、
誘
法
を
責
る
を
心
得
白
人
は
口
を
す
く
め
、
眼
を
眠
ら
す
、
法
貨
に
後
世
を
恐
れ
ば
身
ぞ
軽
し
め
法
を
重
ん

ぜ
よ
」
ハ
五
七
五
）
一
再
々
と
、
特
に
法
華
経
の
明
文
に
随
へ
ば
我
等
は
本
化
地
捕
の
大
士
・
也
、
第
二
、
第
三
の
H
運
と
は
郎
も

我
等
の
外
に
別
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
二
陣
三
陣
つ
w
h

い
て
、

天
台
惇
敢
に
も
越
へ
よ
か
し
と
は
貨
に
我

h
7
e
指
せ

し
も
の
に
し
て
、
現
下
の
敬
界
復
興
、
興
隆
は
貨
に
我
等
の
使
命
で
あ
り
、
責
任
で
あ
る
。
き
れ
ば
我
等
は
謹
ん
で
は

偽
般
を
果
し
退
い
て
は
働
法
中
怨
の
責
を
免
る
可
く
、
宗
門
を
復
興
し
、
妙
法
宣
布
衆
生
法
度
の
矯
め
に
起
も
、
使
命

責
任
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ね
。

我
等
は
、

宗
門
復
興
を
叫
ぶ
前
に
先
づ
各
自
が
宗
組
建
宗
の
根
本
精
神
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ね
。

我
等
の
本
化
立
宗

の
根
本
精
神
に
還
ゐ
事
に
依
て
、
初
め
て
悌
勅
を
果
す
こ
と
も
出
来
れ
ば
妙
法
虞
宣
流
布
一
切
衆
生
救
済
の
大
願
も
成

就
し
、
事
の
常
寂
光
土
も
建
立
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。
願
は
く
ば
話
兄
よ
我
不
変
身
命
但
惜
無
上
道
の
誓
願
を
立

τ、
悌

勅
を
果
さ
れ
ん
事
を
望
む
。
（
六
、
；
十
九
稿
）

本
化
時
叫
宗
の
根
本
続
制
に
遣
れ


